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履修に当たっ
ての注意・助言

/準備学習

履修に当たって：ビデオを見、音楽を聴き、自分で作業をする中から歌謡を多角的にとらえていきます。歌に関
心をもって積極的に参加してください
準備学習：授業では「名前を聞く」「意味不明の歌詞」など各回のテーマに合った現代の歌を探してもらいま
す。日常、意識的に様々なジャンルの歌を聴き、歌詞に注目して考えてください。

講義計画

第１回　講義概要 及び 日本歌謡史
第２回　古代歌謡(1)　童謡
第３回　古代歌謡(2)　歌垣ー古代歌謡生成の場
第４回　古代歌謡(3)　歌垣ーお手をどうぞ
第５回　古代歌謡(4)　歌垣ーあなたのお名前は？
第６回　古代歌謡(5)  橋のたもとで聞く話
第７回　古代歌謡(6)　さかさま歌の呪力
第８回　雅楽(1)　雅楽とその時代
第９回　雅楽(2)　雅楽の歴史
第10回　雅楽(3)　映画における雅楽
第11回　今様(1)　今様を作ろう
第12回　今様(2)　白拍子静の造形
第13回　今様(3)　『梁塵秘抄』の歌
第14回　歌の力ー南島歌謡
第15回　まとめー歌謡文芸の世界

テキスト
使用しません。プリントを配布して講義します。

参考書 必要に応じて、講義の中で紹介します。

目的と概要

この講義は、国文学の立場から、日本に古代から伝わる歌謡を取り上げ、時代的な背景や歌の発想、表現な
どの諸問題について講じる。多くの人の心をとらえ口ずさまれてきた歌謡には、その時代の人々の感情や感覚
が文芸として昇華された、優れたものが多い。古代から近代までの歌謡について、詞章面からそのよさ、おもし
ろさを味わい、現代にも通じる歌の力について考えていくことを目的とする。なお、「日本の歌謡Ａ」では、古代
から鎌倉時代までの歌謡について講じる。
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